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大規模な自然災害に対応するBCP（Business
Continuity Plan）の立案だけでなく、多岐に
わたったBCPの作成が求められる時代になった
と感じる。近年、地震や水害に加え、COVID- 
19等の感染症のパンデミック、さらにサイバー
アタックと備えるべきリスクが増えている。老健
施設が創設された20世紀後半では考えられな
いような状況下である。それゆえに、このよう
な緊急時の被害を最小限に抑えるため、BCP
対策の重要性は高まっている。
しかし、１つ忘れがちなことであるのが、
BCM（Business Continuity Management）
である。たとえ完璧なBCP を整備していたとし
ても、それをいかに速やかに発動するかといっ

た意思決定と計画どおりに実行できるマネジメ
ントが備わっていないと、絵に描いた餅となって
しまう。
現場への代替手順の周知、定期的な訓練の

実施、実効性の検証、リソースの確認、および
コミュニケーション等全過程を網羅するBCMが
不可欠である。BCMとはBCPを包括しBCP体
制をマネジメントすることである。
老健施設は、災害時には地域住民の福祉避

難所として、また医療・介護の提供も期待され
ている。その期待に沿うべく、いかなる非常事
態においても事業の継続性が求められている。
21世紀における老健施設の役割は大きい。
 全老健広報情報委員長　大森順方
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